







 Essentials of Fundamental Knowledge 
 of Interpretation and Translation for Volunteer Cohorts 
 
英 米 学 科



































に由来する Chuchotage とも呼ばれる。意思伝達のサポーター的役割も演じる。 
「リレー通訳」（Relayed Interpretation）――複言語が使用される国連会議やサミットの場
面で、Source Lang.から Target Lang.に直接通訳せずに、いったん共通言語に通訳
されたものからリレーして通訳するもの（例えば、ロシア語⇒英語⇒日本語）。この場合、








逐次通訳、サイト・トランスレーションも含まれる。AIIC（Association Internationale  
des Interprètes de Conférence）という国際会議通訳者協会がジュネーブ（スイス）に 
在る。 






分野。「リエゾン通訳」（Liaison Interpreting）や「対話通訳」（Dialogue Inter- 
preting）とも呼ばれる。ボランティア通訳が活躍する主領域でもある。ビジネス通訳の
中で難易度の低い随行通訳やレセプション通訳もこの一種と見なされる。 
  「放送通訳」（Media Interpreting）――テレビやラジオ放送で使われる通訳。日本では、 
アポロ 11 号の月面着陸の同時中継で世間の注目を浴びた（1969.7.20；通訳は西山 
千、國弘正雄、村松増美、小松達也等）。衛星放送及び二ヶ国語放送の発達により、 
特に、湾岸戦争（1991.1.17）の 24 時間体制の CNN ニュース報道等で威力を発揮し 
た。スピーチや記者会見は通常の会議通訳と同じだが、定時ニュース番組では録画を 
事前視聴して行なうため「時差同通」と呼ばれることがある。 
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代及び第 48-51 代総理大臣吉田茂（第一次内閣在任 1946-47；第二次～第五次内閣在任
1948-54）の私設秘書を務め、GHQ とわたり合った白州次郎（1902-85）の名が想起される。 
 












ることになる [小松（2005: 104）]。 
このEVSを決定するのは“unit of meaning”であり、これには言語特性が反映する。例えば、
“In Australia, you can’t go anywhere / without a vehicle, /…”という発言では、英語とフラン
ス語間通訳では前置詞 without の前で意味単位を括ることができるが、英語と日本語間通訳で
は、前置詞句の後まで含めないと意味単位を形成することができない [小松（2005: 105）]。 
英語と日本語というような言語間距離の大きな通訳の場合にEVSが長くなることは不可避であ
り、これを克服する通訳技能としては Waiting 及び Anticipation が求められる２）。これを無視し
て、無理やり早口でまくし立てるような訳出は、たとえ情報量が多く正確であっても、聞き苦しさを
惹起することになる。 
②Mental Model / Mental Representation（心的表象） 
メンタル・モデルは同時通訳において最も重要な認知過程であり、通訳作業の流れ（Compre- 
hension「理解（Source Language）」⇒Retention「リテンション」 [memory & note-taking]⇒
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   事例 1  “… that if near-natives have the same knowledge as that exhibited by 






事例 2  “… this apparent ‘cultural difference’ lies not in …, but in differences in the 
structuring of situations and participant roles” 
「この明らかな“文化的相違”は … にあるのではなく、状況と（会話の）参与者の役
割の構造の違いにあるのだ」⇒（動的表現に転換）「……、状況と（会話の）参与者
の役割を構築する際の違いにあるのだ」                           [ibid. 69] 
 





録）の中で記したが、その英訳“the gloomy city of London”は「転移修飾」と呼ばれる言語現象
である。同様に一般的な事例として、“I drank a hasty cup of tea.” [ = I drank a cup of tea 
hastily.] も指摘されることが多いが、そのような言語表現に関心を払うことなしには、英語圏の
いわゆる一定水準の教養のある人々（Educated People）がもつ英語らしさを感得することは到
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録）の中で記したが、その英訳“the gloomy city of London”は「転移修飾」と呼ばれる言語現象
である。同様に一般的な事例として、“I drank a hasty cup of tea.” [ = I drank a cup of tea 
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いわゆる一定水準の教養のある人々（Educated People）がもつ英語らしさを感得することは到
底望めないであろう。また、最近再発見した英語文に“This pleasure …, and has nothing to 
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do with any desperate need of your own.” (B. Russell, The Conquest of Happiness, 




















































③ 常に自主トレに励むべし――あれもこれもと手を拡げずに、1 つのテキストや 1 つの講座に 
集中して、それを完璧にこなす方が効果的である。 















2.1 A Variety of Terminology ――翻訳・義訳・直訳・意訳―― 
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“Their opposites are all but impossible.”を「その反対はほとんど想像すること出来がた 
し」と訳せば意訳だが、「その反対というものは想像することもできぬといわんばかりでした」と 































事例 1 Those therefore who from idealistic reasons desire profound changes in our 
social system and a great increase of social justice / must hope that other 
forces than evil will be instrumental in bringing the changes about. 








事例 2 While it is true that envy is the chief motive force leading to justice as 
between different classes, different nations, and different sexes, it is at the 
same time true that the kind of justice to be expected as a result of envy is 
likely to be the worst possible kind; namely, that which consists rather in 
diminishing the pleasures of the fortunate than in increasing those of the 
unfortunate.               （B. Russell：Envy, The Conquest of Happiness） 




事例3 One hapless couple found themselves hauled before magistrates for no graver 
offense than being found “sitting together on the Lord’s Day, under an apple 















通訳も翻訳も Source Language（起点言語）から Target Language（目標言語）への転換で
あることに相違はなく、オーラル面を強調したものが通訳、リテラル面を強調したものが翻訳という
ことになろう。従って、全体を大括りでTranslationと称して、前者を Interpretationと呼ばずに、
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1） 通訳に誤訳は不可避である。アポロ11号月面着陸の同時中継において、N. アームストロング船 













4） これに続く段落の説明は大森（2014: 70）と内容が重複する。 
5） 事例 1及び事例 2については、大森（2018: 258-9）参照のこと。 
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